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医療機関におけるハラスメント防止のためのｅラーニング教材
（コンピュータ・ネットワークを利用したオンライン問題集）の
開発と、その活用による職員教育の有効性の検討

平成21年度国内共同研究

【ポスター -1】
それでは背景を説明させていただ

きます。医療の場においては、診療
チームの上下関係（教えたり・教わっ
たりの関係）や職種間の協働…色々
な職種が協働しながら働いて行くわ
けですが、必ずしも同じ方向に皆動
くわけではありませんので、作為・
不作為を問わずに、相手の意に反す
る不適切な言葉や行動によって相手
に不快感・不利益・損害などを与え
る迷惑行為が思わず起こってしまう
ことがあり得る、ハラスメントが発
生しやすい環境と考えられます。そのような報告もこれまであります。

ということで、東京大学の大学全体としてもハラスメント相談所という所があり、特
にセクシャル・ハラスメントに関する職員に対する教育、あるいは何か起こったときの
対応ということを進めてきております。しかしながら、例えば病院でのハラスメントの
教育としては、講習会などを今まで行ってきておりますけれども、多人数を対象とした
方法であり、しかも出席率は必ずしもよくはない。職員が3,000人ほどいますが、講習会
を開催しても「忙しい」ということもあるかと思いますが、20名程度の参加であったり
します。

そこで本研究においては、医療におけるセクシュアル・ハラスメント防止について、e
ラーニングの教材を開発し、病院で実施し、職員一人一人の教育結果を評価することに
よって、有効な教育方法の検討を行うことを目的としました。

東京大学医学部附属病院におきましては、従来から医療安全対策等のeラーニングのシ
ステムを病院の中に持っておりまして、サーバを診療システムと並行して動かして、職員
が診療端末を使っていつでも勉強することができる環境になっております。その上で動く
教材を作成して実施したということです。

【ポスター -2】
教材につきましては全職員対象として、セクシュアル・ハラスメント防止ための基礎知

識、大学あるいは病院の現状、法制度、さらに事例にあたるもの、という4つのSTEPご
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とに計15問が出題されて、15分程度で取り組めるようになっています。
最初に性別、職種、年齢等を聞くことになっていて、性別、職種別に適切な問題が出さ

れるように作ってあります。回答後に正否と解説・参考資料が提示されます。
問題集ではありますけれども、解説を読むことで勉強していくことができるような作り

にしています。
先ほど申し上げたように、性別、

職種、年齢を聞き、ハラスメントに
ついての意識調査のアンケートが8
項目程度あって、それからこの教材
を15問行います。更に最初に行っ
たアンケートと同じものを、教材を
行った後にも行い、最終段階で一般
的な自由記載の感想を聞くという作
りになっています。

全体を通して15分程度でできます
ので、仕事を続けながらでもあまり
負担なくできるように作ってありま
す。

【ポスター -3】
設問部分の 4 つの STEP として、

セクシュアル・ハラスメントの基礎
知識、それから、東京大学における
ハラスメントの現状とハラスメント
相談所等の体制についての設問、さ
らに社会全体での法体制あるいは行
政の対応等の設問、最後に事例問題
ということで、4段階になっており
ます。

【ポスター -4】
画面はこういった形でマルチプル

チョイス、4択、5択程度のもので、
簡単に答えることができるように
なっております。解説が出てくる、
あるいは解説資料が別ページで出て
くることも問題によってはありま
す。
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セッション 2  / ポスターセッション

【ポスター -5】
結果としては、2010年の3月４日

から4月1日の1ヶ月間で、全職員が
3,000人程度おりますが、参加人数
が2,500名ということで、対象者の
80％程度が参加をいたしました。

【ポスター -6】
こちらが終了者数の推移です。
最初に何問か実施して途中で止

めてしまった人数もありますので、
人数としては一致しないのですが、
1ヶ月間で2,500名程度が終了してい
ます。途中で階段状に上がっている
のは、「教材ができました。皆さん
やってください」という全職員向け
のeメールを送りまして、それに反
応して職員がやってくれるというこ
とです。3月27日は「あと1週間で
すよ」ということで、一気に皆やっ
てくれたりしました。そういうこと
もこの結果から分かります。

【ポスター -7】
アンケートの部分の解析結果で

す。
普通に言うクロス集計なのです

が、見やすいように等高線で表示し
ております。左下から右上の対角線
が教材の前後で変化がなかったとい
う線です。横軸が教材を行う前の選
択で、縦軸が行った後の選択です。
質問は「セクシュアル・ハラスメン
トについてどのように思うか？」、

「どの程度重要に思うか」ということ
です。対角線より右下側に移ってき
ているものは、教材をやった後、よ
り重要に思うようになったということになります。統計的にも有意に右下側に移っている
ことが分かりました。同様に右のグラフは身近さについてで、対角線より右下側に山があ
る場合は、身近に思うようになったということです。
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【ポスター -8】
こちらは被害を受けた際の対応についてのグラフで、「いやだとはっきり意思表示する」

という項目が選択肢1番のところにあります。選択肢2番が「無視する」ということです。
教材を行う前には無視するという対応だったのが、教材を行った後には嫌だとはっきり意
思表示するというように変わってきていることが見てとれます。

右側は加害の可能性で、自分がセクシュアル・ハラスメントの加害者になる可能性はど
うかということです。大きな動きと
しては自分がセクシュアル・ハラス
メントの加害者になる可能性がある
ということを認識するようになって
きているのですけれども、逆に反発
するかのように、自分は全然大丈夫
だと思う回答もありまして、かなり
ばらけています。大きな動きとして
は、加害者になることもあるので気
をつけようというように動いており
ました。

【ポスター -9】
まとめです。
学習前後のアンケート調査の比較

によって、セクシュアル・ハラスメ
ントをより重要に、より身近に思う
ようになり、もし被害者になった場
合は嫌だとはっきり意思表示・抗議
するという方向に変化が見られてお
ります。

また、ハラスメント行為を自分も
気がつかずにしてしまうことがある
かもしれない、という自覚を持つ者
が増えたということもあります。

自由記載においても、「場をわきまえて診療上必要な情報であることを明確に伝える必
要性を感じた」、「こういう教材を行うことで職員全体の意識が高まるのではないか」とい
う意見をいただいています。

今回の結果は東京大学医学部附属病院の3,000人の職員を対象に行ったものです。さら
にこの教材を活用し、医科研の職員を対象としたeラーニングも実施しました。医科研で
はサーバが院内にありませんでしたので、外部にサーバを置いて実施しておりますが、e
ラーニングの背景がない病院で行ったためか、実施率がかなり落ちるということがありま
した。ただ、傾向としては、今回の結果と同様の意識変化という効果は見られました。

問題の内容も含めて、今後検討を進めて行きたいと思います。
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セッション 2  / ポスターセッション

質疑応答

宇都木：　医療機関というのは、割合セクハラの起こりやすいところではないかと思いま
すが…。80%の参加率はずいぶん高いと思うのですが、これはｅラーニングを始
終色々な形でやっているというのが理由でしょうか。

　原田：　医療安全の問題についてのeラーンニング等をこれまで行ってきています。5
年程度の背景がありますので、取り組みはしやすかったと思います。

宇都木：　ただ、本当はその残りの20%の人が問題なのではないかと思うのですが、そ
の点はどのように？

　原田：　医療安全について何回か繰り返し行っておりますが、実施していない職員に対
して「するように」という注意喚起の連絡をしております。ハラスメントは今回
が初めてですので、これから対応については考えていく必要があると思います。

宇都木：　誰がやったかやらないかというのは分かるのですか？

　原田：　分かります。一人一人分かります。いつ誰がどのような回答をしたか、全て分
かります。

宇都木：　やはり男性が少ないのではないですか。

　原田：　職員全体の数として、看護師さんが多いのでこのような比率になっています。

　会場：　今の話に関連してお聞きたいのですが、医師あるいは医学部教授はどれ位参加
しているのですか？やはりこれが一番の問題だと思います。特にアカデミックハ
ラスメントの問題ですね。

　原田：　確実な数字ではないのですが、全体として70〜80％で、特に職種ごとに大き
な隔たりはないと思います。医療安全の問題もやはり医師の方が実施率は低い傾
向はあるのですが、それでも70〜80％は実施していますので、これについても、
かなりの率は実施していると思います。ただ、実施していない人間がいることは
間違いないので、それについてはこれから考えて行かないといけないと思いま
す。

宇都木：　あぶない人間ほど来ないのではないかということが一番気になるところですね。

　原田：　今回は一回だけの状況なのですけれども、問題も見直して、繰り返して行って
いくということを計画しております。
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　会場：　eラーニングという教材ですが、今回発表の中ではあまり触れられていないの
ですが、教材の中で例えば映像を使ったものなどはあったのでしょうか？実施し
た人たちからの、分かりやすさ・分かりにくさの感想のようなアンケートはあっ
たのでしょうか。

　原田：　最後に自由記載をいただく形になっていまして、「役に立った」、あるいは「他
の人も、できるだけ皆やって欲しい」という意見もありました。ただ逆に、「こ
ういうことをやらされるのは不快である」というような回答も一方ではありまし
て、そういった回答に対してどう問題を変えていくか、あるいはやり方を変えて
いくかを考えていかないといけないと思います。それから、この教材に関しては、
静止画の絵はあるのですが、動くものがない。動画は入れてありません。ただ、
教材のシステムとしては、例えば防災の教材を既に作っているのですが、そちら
については動画があります。地震でお店が揺れて、物が落ちてくる、そういった
ものを取り込むことは可能です。ハラスメントでどういうふうに使っていけば良
いのか、なかなか難しいところです。
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